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ここがポイント！【研究内容】

音を利用した機能性ナノギャップ
金属ナノ粒子の開発
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「音を使ってナノ粒子をつくる」という独自に開発したナノ粒
子作製技術を用いて、1nm 以下の間隔で並べられた究極のナノ
ギャップ金属ナノ粒子を創り出し、従来よりも優れたあるいは新
奇な電気・光学特性を発現させ、水素ガスセンサや分子センサへ
の応用を目指した研究を行っています。一見して関係がなさそう
に思える「音」、「ナノ粒子」、「電気・光学特性」というキーワー
ドをうまく結びつけて、優れたナノ材料やセンサの開発に応用す
る点が私たちの研究のポイントです。

音、共振、金属ナノ粒子、水素センサ、ナノギャップ

応用分野 ガス・分子センサ、ナノ材料の物性評価
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